
女性の再就職を進めるために女性の再就職を進めるために

千葉県は、出産・子育て期と思われる30歳～34歳で、

実際に働いている人と、潜在的な就業希望者との格差が、他県に比して大きい。（平成14年「就業構造基本調査」による）

全国＝約27ポイント、埼玉県＝約30ポイント、東京都＝約22ポイント、神奈川県＝約30ポイント

女性の再就職の課題女性の再就職の課題 →→ 「ネット調査」（平成「ネット調査」（平成1717年年1010月～月～1111月実施）から見えてきたもの月実施）から見えてきたもの

・ブランクがあるから自信をなくすのではなく、自分が労働市場か
ら受け入れられない、もう働きたいと思っても受け入れてくれる場
所はないんだという現実に、だんだんと自信をなくしてしまう。

・自分のスキルや能力が、今のオフィス環境のなかでどの位置に
あるのかがわからないのが大きな不安。どこまでがんばれば再
就職できるのか、到達点が見えない。

1 不安が多く、再就職への一歩が踏み出せない 3 女性の求職ニーズと企業の求人ニーズとの
ミスマッチ

2 ライフステージの中で
「希望する働き方」が変化

就職
（発展）

就職
（出発）

連
携
・協
力

求人ニーズの求人ニーズの
把握等把握等

労働力や労働力や
人材不足に応える人材不足に応える

「経営支援」「経営支援」
○女性活用のための○女性活用のための

啓発・事例紹介等啓発・事例紹介等
○多様な雇用形態の○多様な雇用形態の
啓発・普及啓発・普及

正社員

パート・
アルバイト

その他の
働き方

マ
ザ
ー
ズ
・ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

子
育
て
お
母
さ
ん
再
就
職
セ
ン
タ
ー

（仮
）ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ

次
の
「働
き
方
」へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ッ
プ
し
た
い

次
の
「働
き
方
」へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ッ
プ
し
た
い

企

業

等

○再就職のため、○再就職のため、

どんな支援を望むかどんな支援を望むか

（ネット調査による）（ネット調査による）

「具体的な就職希望を
有し、かつ就業可能な状態
にある者」への支援

相談・カウンセリング・
職業訓練・情報提供で
求職活動を後押し

県と国との連携・機能分担で、女性の再就職促進（ちばモデル）県と国との連携・機能分担で、女性の再就職促進（ちばモデル）

「行政に期待する取り組み」は？「行政に期待する取り組み」は？ 「「 出産・子育てにより退職した出産・子育てにより退職した
女性の再就職を支援すること」女性の再就職を支援すること」

「出産・子育て期（25～39歳）における男女
労働実態調査」（県：平成17年11月実施）による

女性＝1位
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第1子出産を機
に7割が退職

千葉県＝約千葉県＝約3232ポイントポイント

「可能な働き方」を支援し、「可能な働き方」を支援し、
「希望する働き方」への道を拓く「希望する働き方」への道を拓く
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1万人ネット調査」から
企業ヒアリングや

新聞報道等から

働こうとするにあたって障害になること、不安に思うこと
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市町村

千葉県における女性チャレンジ支援策スキーム千葉県における女性チャレンジ支援策スキーム
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女性の再チャレンジを支援する女性の再チャレンジを支援する

庁内運営チーム（案）庁内運営チーム（案）

男女共同参画課（男女共同参画）

児童家庭課（保育関連）

NPO活動推進課（NPO関連）
産業振興課（コミュニティビジネス）

雇用労働課（再就職支援）

産業人材課（産業人材育成）

（仮称）子育てお母さん
再就職支援センター

男女共同参画部局
千葉県女性センター

情報収集及び提供
相談業務
講座・研修会

活動・交流支援 等

国・21世紀職業財団等

求人ニーズの求人ニーズの
把握等把握等

現 状

県商工労働部

強化策

男女共同参画部局
千葉県女性センター

情報収集及び提供
相談業務
講座・研修会

活動・交流支援 等
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再チャレンジの支援を
「再就職支援センター」で

重点的に展開

チャレンジサイト、ネットワーク構築
グループワーキング

マザーズ
ハローワーク

市町村女性センター

関係機関等

地域間地域間

ネットワークの構築ネットワークの構築

（情報提供・事業協力・

セミナー等の共同

開催等）

当県においては、県行政において男女共同参画の視点のもと、各施策を展開しているが、「女性の再チャレ
ンジ」に関しては、それぞれの重要なツールを所管する各担当課との一体的連携において、本事業を実施す
ることがより効果的であると考え、本スキームに基づき、事業展開していくこととしたい。


